
カ
ー
出
荷
量
ベ
ー
ス
）
を
保

つ
ア
ン

フ
ア
ー
の

「
ス
カ
ル
プ
Ｄ
」
シ
リ
ー

ズ
。
「
さ
あ
立
ち
上
が
れ
　
髪
の
毛

た
ち
よ
～
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
が

盛
ん
に
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
る
。

だ
が
、
担
当
者
は
こ
う
語
る
。

「私
た
ち
は
、
こ
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を

発
毛
、
育
毛
シ
ャ
ン
プ
ー
と
う
た

つ

た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
あ
く
ま
で

頭
皮
の
状
態
を
正
常
に
保
つ
た
め
の

も
の
。
髪
の
毛
も
畑
と

一
緒
で
、
土

壊
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い
と
髪
は

育
た
な
い
と
い
う
発
想
」

薬
事
法
上
表
示
義
務
の
あ
る

「有

効
成
分
」
の
う
ち
ピ
ロ
ク
ト
ン
オ
ラ

ミ
ン
は
皮
膚
の
常
在
菌
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
も
の
で
、
グ
リ
チ
ル
リ
チ

ン
陵
ジ
カ
リ
ウ
ム
は

一
般
に
は
フ
ケ

を
防
止
す
る
作
用
。
ほ
か
に
ア
ミ
ノ

ル
オ
ノ
ン
二
十
が
髪
に
浸
透
す
る
な

本

一
本
を
大
く
、
頭
皮

環
境
も
整
え
る
、
と
い
う
説
明
だ
。

頭
皮
に
ジ

ェ
ッ
ト
噴
射
さ
せ
る

「
サ
ク
セ
ス
薬
用
育
毛
ト
ニ
ッ
ク
」

な
ど
の
サ
ク
セ
ス
シ
リ
ー
ズ
を
手
が

け
る
花
工
は
、
「薄
毛
不
安
層
」

ヘ

の
訴
求
を
戦
略
の
中
心
に
据
え
る
。

「将
来
的
に
薄
毛
に
な
る
か
も
と
い

う
不
安
を
持

っ
て
い
る
若
年
層
に

『予
防
育
毛
』
と
い
う
考
え
方
を
浸

透
さ
せ
て
い
き
た
い
」
（担
当
者
）

サ
ク
セ
ス
薬
用
育
毛
ト
ニ
ッ
ク
に

■
年
か
ら
含
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

「
ｔ
ｌ
フ
ラ
バ
ノ
ン
」
は

「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
Ｃ
ｌ
評
価
。
合
わ
せ

て
売
り
出
し
て
い
る
頭
皮
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
具
に
つ
い
て
も
、
血
流
改
善
と

育
毛
の
関
連
性
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
も

っ
と
も
花
王
は

「今
年

中
に
有
効
性
を
示
す
論
文
を
提
出
す

る
」
と
い
つヽ
。

や
は
り
Ｃ
ｌ
評
価
の

「
ア
デ
ノ
シ

ン
」
を
配
合
す
る
発
毛
促
進
剤

「
ア

デ
ノ
ゲ
ン
」
の
資
生
堂
は
、
口
」
の

商
品
の
売
り
は
女
性
に
も
効
く
こ
と

で
す
」
と
語
る
。

「
ア
デ
ノ
シ
ン
は
髪
の
毛
を
太
く
す

る
効
果
に
つ
い
て
は
有
意
差
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
医
薬
品
に
し
て
効

果
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
商
品
は
売

れ
な
い
。
ハ
リ
や
コ
シ
を
与
え
る
成

分
な
ど
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
女
性
を
取

り
込
ん
で
い
き
た
い
」
（担
当
者
）

ダ
イ
エ
ツ
ト
で
脱
毛
も

育
毛
サ
ー
ビ
ス
業
界
も

「薄
毛
不

安
」
層
の
す
く
い
取
り
に
必
死
だ
。

ア
デ
ラ
ン
ス
で
は
、
「
よ
リ

エ
ビ

デ
ン
ス
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
」

ヘ

の
転
換
を
図
り
、
０６
年
に
板
見
教
授

と
協
力
し
て
阪
大
に

「皮
膚

・
毛
髪

再
生
医
学

（
ア
デ
ラ
ン
ス
）
寄
附
講

座
」
を
開
設
し
た
。
１０
年
に
は
育
毛

サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
毛
髪
再

生
と
い
う
意
味
の

「
ヘ
ア
リ
プ
ロ
」

に

一
新
し
、
板
見
教
授
ら
の
研
究
成

果
で
あ
る
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た

育
毛
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

ウ
イ
ツ
グ
で
は
な
く

「発
毛

・
育

毛
」
を
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
に
掲
げ
る

バ
イ
オ
テ
ッ
ク

（本
社
・名
古
屋
市
）

で
は
２
年
前
か
ら
、
「名
古
屋
Ｋ
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
の
同
嶋
研
二
院
長
を
技

術
顧
間
に
据
え
、
岡
嶋
氏
が
主
唱
す

る

「
Ｉ
Ｇ
Ｆ
１
１
」
理
論
を
軸
に
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

唐
辛
子
に
含
ま
れ
る
カ
プ
サ
イ
シ

ン
や
大
豆
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
が
知
覚
神
経
を
う
ま
く
刺
激
し
て
、

髪
の
毛
を
成
長
さ
せ
る
因
子
で
あ
る

Ｉ
Ｇ
Ｆ
１
１
が
た
く
さ
ん
放
出
さ
れ
、

髪
が
生
え
る
の
だ
と
い
う
。

「
サ
プ
リ
と
プ
ロ
ペ
シ
ア
を
併
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
９
割
近
い
人
が
発

毛
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
（岡
嶋
氏
）

唯

一
の
内
服
薬
で
あ
る
プ
ロ
ペ
シ

ア
を
上
回
る
効
果
が
出
て
い
る
。
驚

く
べ
き
結
果
の
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を

薬
剤
と
し
て
販
売
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
卜２
質
問
に
は
、

「費
用
面
で
困
難
。
そ
う
い
っ
た
提

案
を
製
薬
会
社
に
し
た
こ
と
は
な
い
」

あ
る
製
薬
会
社
関
係
者
は

「そ
ん

な
結
果
が
あ
る
な
ら
学
会
で
発
表
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
が
」
と
語
る
。

相
変
わ
ら
ず
百
花
横
乱
状
態
の
薄

毛
業
界
。
消
費
者
は
ま
ず
ど
う
す
る

べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
慶
応
大
学
の

大
山
学
専
任
講
師
は
こ
う
語
る
。

「薄
毛
の
中
に
は
Ａ
Ｃ
Ａ
に
見
え
て

も
違
う
も
の
も
あ
り
、
素
人
で
は
区

別
が
難
し
い
。
過
放
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
内
臓
疾
息
で
急
に
脱
毛
す
る
こ
と

も
あ
る
。
ま
ず
は
専
門
医
に
か
か
り
、

自
分
の
毛
髪
の
状
態
を
医
学
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

（２６
～
２７
ぺ
‐
ジ
に
関
連
記
事
）

MA

亨

薄毛とEDの
苦闘をめぐる年表

BtC,ヒポクラテス(古代ギリシヤの医者)、 薄毛に
5～ 4世紀 ついて研究。

ユリウス・カエサル、内戦を終結させ回―マに 1

陀 術
雑 潜 雹窪]挫 !挽 子嬉雛 坐F壬
マ人の物語』から)。

フランス ブルボン朝のルイ13世、脱毛が進行

17世孫己 したためかつらを着用し、廷巨らも着用する
ように。跡を継いだルイ14世もかつらを愛用。

1967 株式会社アートネイチヤー設立。

1969婆討弁些五E、三
ンス設立。男性用カツラの代

1973欄圏 皇)妨。
1982 褒髪二奨香『で沼F」

(資生堂)

側3騨則麒 緑言
ット。

1998発 r(多手7閣郭袋察 端需ガ
ラン

れ、翌年に日本でも承認。
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北里大医学部の齊藤典充講師は「AGA予防に日常これをしたらいい
ということはなく、バランスよく生活することが大事」と言う

男性型脱毛症の仕組みと薬の作用
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髪の成長を

促進する因了
を生成させる

photo アデランス提供15  AsahiShmbunIAleekyAERA20131610


